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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 112 ha

令和 1 年度　～ 令和 3 年度 令和 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

万人/年 H30 R3

万人/年 H30 R3

件数/年 H30 R3

都道府県名 広島県 尾道市 瀬戸田地区都市再生整備計画

計画期間 交付期間

島の個性を活かした交流促進と歴史あるまちなみを活かしてまちの活力と賑わいを生み出すまちづくり
　1　歴史的な観光資源を活用したまちの活性化と市街地の賑わいの再生
　2　地域住民と来訪者の活発な交流による賑わいの創出

　瀬戸内しまなみ海道の中間点に位置する生口島の北西部にある本地域は、古くから海上交通の玄関口として瀬戸田港を中心とした街並が形成され、商店街の通りは地域経済観光の中心市街地として位置付けられ、瀬戸内しまなみ海道沿線地域にお
ける主要な観光地として現在に至っている。また、国宝三重の搭のある向上寺や歴史あるまちなみをはじめ、耕三寺博物館、平山郁夫美術館等の歴史・文化施設と、その背後に立地する潮音山など、みどりと歴史・文化が融合した拠点である。
　昨今は、人口減少や高齢化に伴う空き店舗及び空き家の増加による空洞化が進み、コミュニティの維持と観光都市としての魅力も低下してきている。しかし、一方で、港町として発展してきた歴史による旧家や小路による古いまちなみなど歴史的資源も
多数残されており、平成22年度に本市景観計画区域の重点地区として地域特有のまちなみ景観の保全・形成を図るとともに、平成24年度には歴史的風致維持向上計画の認定を受け、重点区域として歴史的風致と景観面による総合的な取り組みを進
め、地域の魅力向上を図っている。
　近年では、瀬戸内しまなみ海道のサイクリングロードとしての注目度も高まり（令和元年11月には国土交通省「ナショナルサイクルルート」に指定）、サイクリングロードの設定やサイクリングを活用した観光施策の展開により、国内外からのサイクリング等
の来訪者が増加傾向にあるとともに、平成27年度から商店街における空き店舗活用支援事業補助金制度の活用による新たな店舗の出店が始まっているなど、観光交流と地域交流によるまちなかの魅力の拡大、賑わいの創出に結びついている。
　さらに、歴的風致形成建造物の候補建造物であり地域のまちなみの象徴の一つである「堀内家住宅（堀内邸）」を、外観意匠をそのままに新たに宿泊施設としてリノベーションするプロジェクトが民間事業者により進められており、令和3年3月開業に向け
て、国内外からの観光客増加に対応する滞在型観光に向けた基盤整備、更には瀬戸内海のクルーズ船の寄港の候補地としても検討されるなど、地域への民間投資により、新たなまちの活性化と賑わい創出が着実となっている。

・空き店舗・空き家の増加による空洞化が進み、コミュニティの維持と観光地としての魅力が低下してきている。
・地域振興のため通過型観光から観光・交流を軸とした滞在型観光への転換が必要となっている。
・（建物除却による空地が散在する）スポンジ化や空き店舗・空き家の老朽化の進行が見られ、観光資源である歴史的なまちなみの保全が難しくなっている。
・サイクリストを中心に増加する国内外からの観光客の受入のための観光基盤の整備が必要となっている。
・住民や観光客の安全・安心な歩行と回遊性の向上のための環境整備が必要となっている。

①尾道市総合計画（H29～R8）
’活発な交流と賑わいのあるまち’の政策目標の中、島しょ部の個性を活かした交流促進に向けて、空き店舗・空き家を活用した拠点施設の整備や創業、イベント開催などの支援によるまちなかの賑わいづくりを推進することとしている。
増加する国内外からの観光客と多様化する観光目的への対応のため、民間活力を活用しながら滞在（宿泊）型観光への転換を図り、「瀬戸内の十字路」としての拠点性を活かした観光基盤の整備を図ることとしている。
地域特有のまちなみを構成する歴史的建造物や地域固有の風情等の魅力を守るため、歴史的な魅力をさらに高める景観づくりを推進するなど、歴史的風致の維持向上を図ることとこととしている。

②尾道市都市計画マスタープラン（H27～R17）
’地域資源や地域産業を活かした魅力あふれるまちづくり’の将来像として、歴史・文化施設と周辺にある山林とが融合した景観と歴史・文化等の情報発信に資する重要な拠点であり、この拠点性を維持するとともに、さらなる交流の拡大に向けた機能強
化を図ることとしている。
玄関口である瀬戸田港を交通拠点として位置付け、交通拠点周辺等では快適な歩行者空間の維持管理・整備を図ることとしている。
尾道市歴史的風致維持向上計画に基づき、市街地に残る旧家や路地の家並みなど、地域特有のまちなみ景観の維持・向上に取り組むとともに、道路の美装化等による景観に配慮した道路空間の形成を図ることとしている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

73万人

外国人観光客数 瀬戸田地域の外国人観光客数
地域特有の古いまちなみや歴史的資源の活用により地域の魅力
を高め、外国人観光客の増加を目指す 5.7万人 6.7万人

観光客数 瀬戸田地域の総観光客数
持続ある観光交流の促進と賑わいの再生に向けて、国内外から
の観光客の増加を図る 67.3万人

3件/年新規出店件数 しおまち商店街における新規出店件数
地域交流による賑わい創出とまちの活性化のため、しおまち商店
街における新たな起業・創業の促進を図る 2件/年



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
【まちづくりの住民参加】
・しおまち商店街組織や商工会を中心に、観光協会などの地域団体と連携し、地域交流によるまちなかの賑わい創出に取り組んでいる。
・令和元年度において、地方創生推進交付金（SAVOR　JAPAN）を活用し、地域資源を活かした持続可能な地域づくりを目指し、本地域の中心地であるしおまち商店街周辺を核とした瀬戸田町の活性化に向けて、せとうちDMOを構成する㈱瀬戸内ブラン
ドコーポレーションと尾道市や地元団体、地域内外の事業者等がともに、今後のしおまち商店街が目指すビジョンや施策のほか、空き店舗・空き家を活用した実践的な事業計画を策定するワークショップを実施。

【地域振興に関する新たな期待】
・JR西日本が出資し建造した、自転車をそのまま持ち込める旅客船「サイクルシップ　ラズリ」の就航が、尾道港と瀬戸田港の間で始まり、瀬戸田港を中心とした本地域の観光交流の期待が高まっており、観光基盤や環境整備が必要となっている。また、
瀬戸内海が織りなす自然豊かな多島美は、ニューヨークタイムズ紙で紹介され、世界的な知名度があることから、とびしま海道やゆめしま海道など他の地域を訪れた人との交流人口の拡大が相互に見込まれる。

方針に合致する主要な事業
【島の個性を活かした交流促進と歴史あるまちなみを活かしてまちの活力と賑わいを生み出すまちづくり】

・観光振興による地域活性化に向けて、インバウンドにも対応する観光客の受入基盤の強化を図り、地域経済の活性化につなげる。
・観光交流と地域交流によるまちなかの賑わい創出を図る。

・瀬戸田ホテルプロジェクト（堀内邸改修　民間事業者）
・尾道市瀬戸田町空き店舗活用支援事業補助金
・歴史風致維持向上計画事業（道路美装化、空き家再生促進事業補助、沿道建造物修景事業補
助等のまちなみ環境整備事業）

・地域特有の歴史的なまちなみの保全に向けて、歴史的資源の活用のほか空き店舗・空き家の利活用を進めまちの魅力向上につなげる。
・空き店舗等を活用しての新規創業の支援と移住・定住の促進によりコミュニティの維持・再生を図り、地域の活性化につなげる。
・住民や観光客が安全・安心して散策できるよう、地域特有の歴史的なまちなみにふさわしい道路の美装化等による景観に配慮した道路空間の形成を図
る。

・尾道市瀬戸田町空き店舗活用支援事業補助金
・歴史風致維持向上計画事業（道路美装化、空き家再生促進事業補助、沿道建造物修景事業補
助等のまちなみ環境整備事業）



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

街路

道路

道路

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

地域生活基盤施設

地域生活基盤施設

高質空間形成施設

高質空間形成施設

高質空間形成施設

高次都市施設

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

高齢者交流拠点誘導施設

既存建造物活用事業（高次都市施設）

既存建造物活用事業（高次都市施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

合計 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 …B

合計(A+B) 0.0
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
民間事業者 国土交通省 3,343㎡ ○ R1 R2 122.5

尾道市 137ha ○ H27 R3 30

尾道市 国土交通省 137ha ○ H24 R3 1,826

合計 1,978.5

連携生活拠点誘導施設

交付対象事業費 - 交付限度額

細項目
事業 事業主体事業箇所名

- 国費率 -

交付期間内事業期間
直／間 規模

（参考）事業期間

事業 事業箇所名 事業主体 直／間

住宅市街地
総合整備
事業

規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

瀬戸田ホテルプロジェクト（堀内邸改修） 尾道市瀬戸田町瀬戸田

尾道市瀬戸田町空き店舗活用支援事業補助金 歴史的風致維持向上計画　瀬戸田歴史的風致地区

歴史的風致維持向上計画事業 歴史的風致維持向上計画　瀬戸田歴史的風致地区



都市再生整備計画の区域

瀬戸田地区（広島県尾道市） 面積 112 ha 区域
広島県尾道市瀬戸田町瀬戸田、瀬戸田町沢、瀬戸田町鹿田原、瀬戸田町福田、瀬戸田町
高根　の一部

瀬戸田港

向上寺

耕三寺

瀬戸田地区都市再生整備計画区域

歴史的風致維持向上計画
（重点区域 瀬戸田地区）

景観計画 重点地区（瀬戸田地区）

1/10000



観光客数 （万人/年） 67.3万人 （H30） → 73万人 （R3）
外国人観光客数 （万人/年） 5.7万人 （H30） → 6.7万人 （R3）
新規出店件数 （件数/年） 2件/年 （H30） → 3件/年 （R3）

瀬戸田地区（広島県尾道市）　整備方針概要図

目標
島の個性を活かした交流促進と歴史あるまちなみを活かしたまちづくり
・歴史的な観光資源を活用したまちの活性化と市街地の賑わいの再生
・地域住民と来訪者の活発な交流による賑わいの創出

代表的
な指標

瀬戸田港

向上寺

耕三寺

瀬戸田地区都市再生整備計画区域

歴史的風致維持向上計画
（重点区域 瀬戸田地区）

■関連事業

歴史的風致維持向上計画事業

（まちなみ形成支援事業補助金他）

■関連事業

歴史的風致維持向上計画事業

（道路美装化事業）

■関連事業

尾道市瀬戸田町空き店舗活用

支援事業補助金

■関連事業

瀬戸田ホテルプロジェクト

（堀内邸改修）

[歴史的観光資源高質化支援事業]

景観計画 重点地区（瀬戸田地区）

1/10000
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